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歴史をかえた日中国交正常化提言

高 村 忠 成

1968年9月8日,日 本列 島に激震が走 りま した。 当時,創 価 学会 の会 長で あっ

た池 田大作先生 が,日 中国交正常化提言 を2万 名 の学生 を前 に発表 されたのです。

そのニ ュースは,そ の 日の夕刻 と翌朝のマス コミで大 きく取 り上げ られ,世 界 をか

けめ ぐりました。

池 田会長が,こ の提 言 を行 う場 として選 んだの は,創 価 学会第11回 学生部総会

の席 上であ り,当 時,東 京 ・両国 にあった 日本大学 の講堂で した。私はその時,学

生部の責任者 の一人 として,進 行 ・壇 上役 員をやってお り,池 田会長の講演 を間近

かで うかがわせ ていただ きま した。当時の衝撃 は,未 だに私の脳 裏にや きつ いてお

り,離 れる ことはあ りません。

今 回 は,こ う した歴史 の現場 に居合 わせ た証人 の立場 か ら,「 歴 史 をか えた 日中

国交正常化提言」の背景 をさ ぐりなが ら,そ の意義 を考 えてみたい と思 い ます。

ち なみ に,久 しぶ りに40年 前 の 日記 をひもといてみ ま した ら次の ように記 され

てい ました。「池 田先生の講演,1時 間17分 に及ぶ。400字 詰 め原稿用紙 で50数 枚

分 との事。 なか で も圧巻は 日中国交 回復 を訴 え られた ことであ る。場 内,異 常 な熱

気 につつ まれ,先 生の講演 が終 わった時 は,爆 発的 な賛同の拍手 が 日大講堂 の大鉄

傘 をゆるが して鳴 りや まず。歴史 の歯車が大 き く回転 した ことを実感す る」 と。 じ

つにこの提言が行われた 日の ことにつ いては,今 で も私の脳 裏に鮮 明によみが えっ

てまい ります。

では,最 初 にあ ま りに も有名 なこ とではあ りますが,池 田会長 は,当 時 日中関係

のあ り方 と して何 を提 言 されたのか,こ の点 を確 認 してお きたい と思い ます。それ

は,次 の3点 か らな ってお りま した。

「第1に,中 国の存在 を正式 に承認 し,国 交正常化 をはか るこ と。第2に,中 国

の国連 における正 当な地位 を回復す ること。第3に,経 済 ・文化的 な交流 を推 進す

るこ と」であ ります。す なわち,大 陸 中国 を正式に国家 として承認 し,日 本はその

中国 と国交 を正常化すべ きで あると訴 えられたのです。

当時 日本 は,1952年 の台湾国民党政府 との 間の平和 条約 を もって,講i和 問題 は

解決ズ ミとの立場 をとってお り,7億 の中国大 陸の民衆 のこ とは全 く無視 してお り

ま した。 しか も,冷 戦構造の 中にあ って,ア メ リカに追従 してお り,大 陸中国を容

認する ことは,共 産主義者 との レッテル を貼 られるこ とで もあ りました。一部 の心
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ある人は,中 国との交流を早 くか ら提唱 してお りましたが,時 の政権をはじめ,全

体的な日本社会の風潮は圧倒的に反中日の空気 につつまれておりました。いな,反

中国というよりも,そ れ以上に中国との国交などは考えられない,絵 空事,想 定外

という感覚の方が強かったというのが正確かもしれません。

こうした中にあって,池 田会長は,中 国との国交正常化を提唱されたのです。そ

れだけに当時,こ の提言は賛否両論 を巻 きおこし,大 きな波紋をよびおこしまし

た。とくに,反 対論者からは,な ぜ宗教者が共産主義を容認するのか,と いうよう

な感情論 も続出しました。それでも全体 として,池 田会長の発言が,中 国問題を考

える大 きなきっかけとなり,日 中関係に無関心であった人たちの意識を覚醒させる

うえで一石を投 じたことは事実です。

当時,私 が在籍 していた大学でも,学 生有志が池田会長の提言全文を掲載 した新

聞を学内で販売 しようということな り,学 友 とスタンドをたて 「池田会長,日 中問

題について重要提言」というのぼ りをたてて,宣 伝 したところ,と ぶように新聞が

売れました。用意 した部数は,ア ッという問になくなり 「もっとないか⊥ 「もう終

わ りですか」 との声が殺到したことを覚えております。ただ,右 翼系の学生団体か

らは 「おまえたちは,い つから共産主義者の手下になったのだ」と罵声を浴びせ ら

れました。 ともあれ,当 時 池田会長の日中国交正常化提言が,国 内外に大 きな反

響 をよびおこし,日 中関係史の新たな舞台を開く第一歩となったことは事実であり

ます。

では,池 田会長はなぜ 日中国交正常化提言を行ったので しょうか,そ の背景を考

えてみたいと思います。

第1に,会 長 自身の歴史観 世界観からであります。会長は,日 本と中国は,歴

史的伝統 民族的な親近性,ま た地理的条件 などか ら考えて一衣帯水の関係 にあ

る。切っても切 り離せない仲にあるといってよい。それを,か つての日本軍国主義

政府は,ふ みにじってしまった。この歴史の汚点はいつかはぬ ぐいさり,日 中両国

は2千 年にわたる友好の橋を再び強固なものにする必要がある,と 考えてお りまし

た。
一部保守派の問には,共 産主義国中国は,侵 略的で危険な国であるとの見方があ

りましたが,会 長は 「それは正 しくない。毛沢東主義は,本 質的には民族主義に近

く,東 洋的な伝統を引 き継いでいる。中国が 「武力をもって侵略戦争を始めること

は,過 去のその国の歴史に照 らしてみて考えられない」 と喝破 したのです。

「むしろ,今 世界をみると,世 界の不安定,危 機を招いているのはアジアである。

アジアの貧困,自 由圏のアジアと共産圏のアジアとの隔絶 と対立 と不信感 これを

変えなくては世界の本当の平和はない。 日本が今,中 国との友好関係を樹立するこ

とは,ア ジアの中の東西の対立を緩和 し,解 消することになる」。

このような,歴 史観 また国際政治の見方のうえから,池 田会長は,日 中国交正

常化は断 じて行わなければならないと主張 したのであ ります。アメリカが,中 国に

国連の代表権を与えないために,日 本 もそれに同調するという姿勢に池田会長は断

固として反対 します。「日本は対米追従主義ではなく,独 立国である以上,独 自の
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信念で自主外交を進めていくべ きである。地球上の人ロの4分 の1を 占める中国が

国連か ら排除されている現状は国連の欠陥である。これを解決するのが,真 の国連

中心主義である」と強調されたのであります。池田会長は,共 産主義を礼賛 して,

日中国交正常化 を提言 したのではありません。国際社会の動向のうえから,「アジ

アはもとより世界平和のために,日 本はいかなる国とも仲良 くしてい く必要があ

る。国境をこえた友情を確立することが今最も要請されていることである。日中問

題の解決な くして戦後が終ったとはいえない」とさけばれたのであ ります。

第2に,恩 師戸 田城聖先生の遺訓です。池田会長は,戸 田先生に師事 し,約10

年間にわた り,い わゆる 「戸田大学」であらゆる学問の薫陶を受けました。その中

でもとくに,戸 田先生が気にかけておられたのが,ア ジアの平和と安定,ア ジアの

民衆の幸福 と繁栄でした。戸田先生のアジアに対する思いは,1956年 に詠まれた

歌の中に凝縮 されてお ります。すなわち,そ こには,「雲の井に 月こそ見んと願

いて し アジアの民に 日をぞ送らん」とうたわれてお りました。それは,ア ジァ

の人々を幸福にしないでお くものかとの執念に燃えてお りました。そ して戸田先生

は,ア ジアの中でもとくに中国には深い思いを寄せてお られました。池田会長に

も,漢 詩,中 国文学を講義され,と くに 「三国志」を通 して,人 の見方,時 代の見

ぬき方を示唆されたのです。こうした中から池田会長には,中 国やアジアに対する

親近感が強く醸成されていったといえましょう。

第3に,宗 教者の社会的使命感の発露か らであ ります。池田会長は,1983年 か

ら毎年 「SGIの 日」を記念 して,1月26日 に平和提言を発表 してお ります。そこ

では,世 界の現状をいかにとらえ,問 題点を摘出し,い かにすれば,世 界 を平和の

方向にもっていけるかについて克明に論 じ,世 界に警鐘を鳴 らしてお ります。今年

26回 を迎えたこの提言は,す でに世界の識者の問に定着 し,高 い評価をえている

といっても過言ではありません。

じつは,池 田会長のこうした社会的な提言は,「SGI記 念提言」が始まりではあ

りません。かなり以前か ら創価学会の本部総会などでは,時 の重要な問題を取 り上

げ㌧それについての会長自身の,ま たは創価学会 としての見解を発表されてこられ

ました。 日中国交正常化提言がなされた1968年 も,5月3日 の創価学会本部総会

では,池 田会長は核兵器の廃絶をとりあげられ,そ のために核保有5ヵ 国の首脳が
一刻 も早 く一堂に会して,核 兵器の全廃について話 し合 うように提言されたので

す。これはあたかも,戸 田城聖先生が,創 価学会の 「若人の祭典」という体育大会

で,「原水爆禁止宣言」 を発表されたことを思い起こさせ るもので した。池田会長

は,宗 教者は宗教 という枠の中に閉 じこもっていてはならない。社会的使命感をも

ち,宗 教的情熱で社会を変革する必要があると訴えられてお ります。こうした観点

か ら,池 田会長は,ベ トナム問題の次は中国問題である。中国問題の解決な くし

て,真 の世界平和はないと洞察 していたのであります。

1967年 には,時 の佐藤政権が中国敵視政策を強化 し,中 国で も文化大革命が猛

威 をふるっておりました。ソ連大使館やイギリスの代理事務所 には中国人のデモ隊

や紅衛兵が乱入 し,こ れ らの事件 を通 して,国 際的にも中国に対する批判が高ま
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り,中 国は孤立化の道を深めてお りました。同年12月 には,LT貿 易が期限切れ

となり,日 中関係の打開の道は全 く見通しがたっておりませんで した。

こうした中で,池 田会長の思いはただひとつ。「こんな事態が続 き,中 国がいつ

までも世界の孤児のような状態では7億 の民が可哀想である。今こそ日中国交正常

化の道を断じてひらこう。私は仏法者である。人々の幸福と世界平和の実現は,仏

法者の社会的使命である。何が起 こって も断行する決意を固めるしかない」。これ

が,当 時の池田会長の心情で した。仏法を信奉する者として,世 界が日本が,奈 落

の底 に向かっていくのをくいとめようとするやむにやまれぬ気持ちが爆発 したので

す。

とくに,池 田会長の胸には,自 身の戦争体験か ら去来する中国人民に対する憐欄

の情が脈打っておりました。それは,中 国に出征 した兄が,帰 国したお り,「中国

人はあれでは可哀想だ。 日本の軍国主義は本当に悪い」 と激怒 している姿で した。

また父の,「戦争なんかはするものではない。両国の人民が不幸になるだけだ」 と

の言葉 も脳裏に焼 き付いて離れませんでした。さらに,恩 師戸田城聖先生のアジァ

の民衆の救済をさけびつづける声 も耳朶か ら離れることはなかったのです。

こうした池田会長の原体験が宗教者の社会的使命感となって燃焼 し,中 国の7億

の民を救わなくてはならない。アジアの安定と繁栄をはかる必要がある。世界平和

を断 じて達成することが急務である。それには,日 中関係の正常化 をはかること

が,ひ とつの大きな鍵であるとの結論になったのであ ります。

以上,池 田会長の日中国交正常化提言の背景について考えてまいりましたが,次

にこの提言に関連 して3点 強調 してお きたいことがあ ります。

第1に,日 中国交正常化を果たすための方法論の問題です。国交正常化は困難な

問題か もしれない。しかし,そ れを成就するには,い わゆる帰納的方法ではなく演

繹的方法を用いる必要があると訴えたのです。すなわち,国 交正常化をはかるため

に,当 面の困難な問題を実務者 レベルで,ひ とつひとつ下から解決をはかってから

というのではな く,ま ず,両 国の首脳,最 高責任者が直接会って,基 本的な平和へ

の共通意思を確認 し,大 局観 基本線から固めてい くということが肝要であるとい

うことです。この演繹的な方法をとる限 り,日 中国交正常化は必ず成功するという

のが,池 田会長の信念でした。後に日中国交正常化がなされた時,ほ ぼこの線に沿

って行われたことは周知の事実です。

第2に,日 中友好は一朝一夕にはできない。これから時間をかけ,数 世代にわた

って築きあげていくべ きものであるとの認識が池田会長にはあったことです。その

ために,会 長は,日 中国交正常化提言発表の場 として,次 代を担 う学生の集会を選

んだのでした。若い人の力によって,こ れからの新 しい 日中関係を永続 させてもら

いたいとの悲願がそこには込められていました。 とくに,日 中間の諸問題は,日 中

戦争の延長線上にある。そのために,未 来に生 きる日中両国の青年には,か つての

戦争の傷を引 きつってもらいた くない。それには,日 中友好の確かな路線を構築 す

る必要がある。 日中間にはこれまでも長い友好の歴史があったように,こ れか らも

また,長 い時間をかけて良好な関係を樹立 していかなくてはならない。そのために
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も,と くに青年,学 徒のこれか らの役割に池田会長はすべてを託 したのであ りま

す。

第3に,池 田会長は日中国交正常化,日 中友好関係の必要性 をたんに主張 しただ

けに終わらず,自 ら率先 してそれを実行 したということです。いうだけならある意

味では簡単です。問題は自ら言ったこと,主 張 したことをいかに実践するか,実 行

するかということが大切になります。池田会長はたんに日中友好を唱えて終わるだ

けではあ りませんでした。自らの信念 を断固として実現 しようと全力を傾注 したの

です。それは,以 下の点においてみることができます。

第1に,自 ら10回 訪中し,中 国のあらゆるレベルの人々との交流をはかってき

たことです。とくに,周 恩来,郡 小平,江 沢民,胡 錦濤 という歴代の中国の国家指

導者と親交を深めてきたことは特筆すべ きものがあります。 日本の現在の国家指導

者で,4世 代にわたり中国首脳 との深いパイプをもっている人はいないのではない

でしょうか。それほど,池 田会長は,中 国の人々の間に信用がある。中国がある意

味で最 も困難な時,日 中国交正常化 を提言された。アジア及び世界の平和のため

に,日 中友好が肝要であると大胆に主張 した。その恩を中国の首脳は永遠に忘れな

いのです。「井戸の水 を飲む時は,そ れを掘った人のことを忘れるな」一 これはあ

まりにも有名な中国の諺です。池田会長は,日 中国交正常化提言を行って以来,40

年間,日 中友好のために生命を削って,道 を開いてこられたのです。

第2に,日 中友好のための人材を育成 してきたことです。国家間の友好関係とい

ってもそれを担 う人材を育成することが根本であることはいうまでもあ りません。

日中友好に貢献する人材 をどれ位排出するかが勝負です。日中国交回復が成立 した

時,中 国政府はこうした観点から,初 の国費留学生6人 を日本に派遣 しようとしま

した。いくつか有力な大学に受け入れの打診をいた しましたが,し かし,殆 んどの

大学がまだ受け入れの準備が整っていないとの理由でことわってまい りました。困

った当時の符浩駐 日大使は池田会長に相談 しました。「創価大学 に入学させていた

だけませんでしょうか」と。会長は即座に 「お引 き受けいた しましょう。私がその

6人 の留学生の保証人になります」 といわれました。大使 は大変に驚かれ,「池田

会長,本 当に感謝申し上げます」といわれました。こうして中国からの正式な第1

回国費留学生は創価大学に入学してきたのです。

創価大学で受け入れてか らの池田会長の6人 に対する激励 は,そ れはそれは大変

なものがありました。来学されるたびに会長は6人 と会い,「困っていることはな

いか⊥ 「なにか希望は」 と,そ れこそ本当の父親のようにかゆい所に手がとどくよ

うに面倒をみ られたのです。その結果,6人 の留学生は日本語の堪能な立派な人材

として成長され,今 日では外交をはじめ多 くの分野で目ざましい活躍 をされておら

れます。彼 らの口 ぐせは,「私 は創大生です。池田先生の学生です。疲れた時は,

創価大学へ帰 ります。そこが私の第2の 故郷です」ということです。このように,

日中国交回復がなった時からす ぐに,池 田会長は,両 国の発展を担う人材の育成に

手作 りで取組まれたのです。今 日では多 くの中国の留学生が 日本に来て学び,日 本

人 も数多 く中国へ留学していますが,日 中国交回復が成立 した時は,以 上のような
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状況であったのです。

第3に,池 田会長が提言で示 された通 り,日 中の文化交流 に力を入れたことで

す。1975年 には,北 京歌舞団を,1976年 には上海京劇団を創価大学に招 き,そ れ

ぞれ創大のグランドで5万 人の青年が集まって,盛 大な公演が行われたことを私は

昨 日のことのように思い出します。はじめて見る中国の見事な伝統芸術に,当 時の

多 くの青年は圧倒され,中 国への理解が一気に深まり,中 国への親近感がグッと増

したのです。その後 も民音を通 じて中国との文化交流 は毎年の ように続け られ,

2008年6-7月 にも東京富士美術館で 「大三国志展」が開催 されて,大 きな反響 を

よびました。

このように池田会長は,た んに日中国交正常化 を提言す るだけで終わることな

く,今 日にいたるまで,一 貫 して日中友好のために尽力 されているのです。この戦

いはこれか らもまだ永遠に続けられていくものと思います。こうした池田会長の功

績に対 して,中 国の称賛はやむことはありません。前述 しましたように,中 国の国

家指導者は,来 日をされた折などには必ず池田会長 との会見を希望 されます。 ま

た,中 国の多 くの大学が名誉学術称号を池田会長に贈ってお ります。池田会長が,

中国の大学か ら受けている名誉学長,名 誉博士号,名 誉教授称号などは,2008年9

月現在,80を 超えています。ちなみに,全 世界から会長が受けている名誉学術称

号は全部で242に な ります(2008年9月 現在)。

さらに,池 田会長の思想,哲 学,文 学,芸 術などを研究 しようと中国の23の 大

学に 「池田大作研究所」などが設立され,中 国の多 くの研究者が池田会長の人物像

について,本 格的な学術研究を行ってお ります。現存する人物について,こ れほど

大がか りな学術研究がなされているというのは世界でも例がないのではないかと思

われます。中国の各界の人々が池田会長に対 して寄せる思いが どれほどのものか,

私はただただ驚嘆する以外にありません。

思えば,40年 前のあの提言で,歴 史の歯車は大 きく変わ りました。 日中関係は

飛躍的に前進 し,ア ジアの時代が開幕 したのです。今また,次 の40年 先の時代 を

展望 した時 良好な日中関係の発展なくして,日 本,中 国も次の発展はのぞめませ

ん。アジアや世界の安定 もないといってよいでしょう。

私たちは,こ れからいかなることがあっても,40年 前の池田会長の 日中国交正

常化提言の精神を思い起 こし,こ れか らも日中友好のために全力をあげてまい りた

いと思います。あの提言は,40年 前の歴史的文書ではなく,こ れからの時代を拓

く,未 来への指南書 として,今 後 も永遠 に光彩を放 ってい くもの と確信いた しま

す。
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高村忠成 歴史をかえた日中国交正常化提言

宇野重昭 ・小林弘二 ・矢吹晋 『現代中国の歴史1949-1985毛 沢東時代から郡小平時代

へ』(有斐閣 昭和61年)。

※ 本文は,2008年9月14日,創 価大学本部棟国際会議場で開催 された,池 田先生の 「日

中国交正常化提言(1968年9月8日)40周 年」を記念するシンポジウムで発言した もの

である。これには,中 国 ・北京大学の王緯思国際関係学院長,同 ・中国社会科学院の

金煕徳 日本研究所副所長,早 稲田大学の天児慧大学院アジア太平洋研究科長がパネリ

ス トとして出席された。重厚な示唆に富む議論が展開され有意義であった。
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